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劇 作 家 ゴ ー リキ イ の 出 発
松 本 忠 司
ゴー リキイの 劇作活動は,1901年の戯曲 『小市民』発表以来,い くどか
の中断が含まれるにせよ,作 家の死の前年(1935年)まで続け られ,ゴ ーリ
キイ文学において独自な位置を占めるものとなっている。作家の存命中に発
表された戯曲は十六篇,遺 稿の中か ら発見された,ほ ぼ完成に近い戯曲が二
篇あるほか,か な りの量の戯曲断片と約十篇の映画シナ リオとシノビオスが
遺稿 としてのこされていて,そ の劇作活動を伝えている。
ゴー リキイ自身は,自 分の戯曲に対 して,必 ず しも高い評価を与えていな
いように見える。1923年執筆と推定される論文草稿 『演劇について』には,
「私は十篇の戯曲を書いた ようだが,そ の うちで 私を満足させ うるものは一
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つ もない」 と述べ,1933年 の 論文 『戯 曲について』で は,ゴ ー リキイ演劇
を研究 しなければな らない,と 説 いた一批評家の発言 を引用 しなが ら,こ れ
に 自分で反論 してい る。 「いな,研 究す る必要 はない。 なぜ な ら,そ こには
研究すべ き ものは何 もないか らだ。私はほ とん ど二十篇 の戯 曲を書いてい る
が,そ れ らはみな多少 ともつ なが りの弱い場 面であ り,筋 の運びにす こ しも
一貫性が な く,人 物 の描写 は不十分で,明 瞭さを欠 き,失 敗 してい る」 と。
またrど ん底』 にふれ なが ら,「私 の戯 曲の一つ は 三十年間 も上 演 されてい
るが,こ れは誤解 であ る。 なぜな ら,こ の戯曲はすでに古 くな って しまって
く　　
いるのだか ら」と言い切 っている。
もちろん,自 分の作品に対 しては極度に峻厳な批評家であった ゴーリキイ
にしてみれば,戯 曲にか ぎらず,す べての作品が彼の意を完全に満たす もの
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でなかったとしても,そ れは理解で きなくもない。まして戯曲の領域では,
た ぐい稀な名手チ ェーホフの後であるだけに,い っそ う不満は大きかったと
しても想像に難 くはない。 しか し,作 家自身に よる厳 しい評価にもかかわ ら
ず,二 十世紀初頭のロシヤ演劇は,劇 作家 ゴー リキイの出現によって新 しい
段階を獲得 し,未来の社会主義演劇への扉を開くことになった し,そ の意義
においてチ ェーホフに遜色のない貢献をゴーリキイが果た したといって過言
ではないだろ う。 ドラマの世界に初めて登場 してきた意識的労働者や革命家
の人物像,舞 台か ら発せ られる革命的理念,人 間 と社会関係を新たに照 らし
だす社会主義の美学一 それ らは新 しい時代の到来を告げるものであ り,ゴ
ー リキイ ・ドラマ トゥルギーの革新性が激動期の ロシヤ演劇人か ら新 しい舞
台形象の方法を要求 し,彼 らを再教育 し,そ の芸術を社会主義の未来に向け
て方向づけていったのである。
小稿では,ゴ ーリキイの劇作活動の開始期に焦点をおいて,彼 の劇作家と
しての 《出発 》をめ ぐる若干の問題について考察 してみたい。
1
ゴー リキイの劇作への動機 には,チ ェーホフの勧 告や モ スクワ芸術座の要
請 が介在 していることが知 られ てい るが,作 家 自身 の内的 な動 因 としては,
ど うい うことが あった のか。
ゴー リキ イの生活過程におけ る演劇 との最初の出会 いは,自 伝的中編 『人
び との中で』 の挿話に見 られ る。十四歳の ア レクセイ ・ペ ーシ コフは,聖 豫
画商の売子 を勤 めていたが,底 知れ ぬ倦怠にみた され る夜 な ど,画 工見習 の
少年 と一緒 に,自 分 の読んだ物語一 た とえば,r一 兵士が ピョー トル大帝
をいか に救 ったかについ ての口碑』,中国の妖怪伝説 な ど一 を脚色 した り,
日頃の見 聞を即興劇風に まとめて,画 工たちに芝居 を演 じてみせ た。 いつ も
は陰気 な聖像 画工房の中に,つ かの間で あったにせ よ,明 るい画工たちの笑
声 が満 ち るのであった。
少年時代 の ゴー リキ イは,専 門の舞台人にな ることを真剣 に夢みた こ とも
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ありた。十五歳の ときには,ニ ージニイ ・ノーヴゴロ トの定期市場に あ った
劇場に雇われ,一晩二十 コペ イ カの報酬で台詞のない端役 をつ とめた。「私が
すでに天才キ ーンの役を演 じるつ も りで いた ことは言 うまで もない。そ して
私には,私 が 自分 の場所 を発見 した と思 えるのだ った。三 週間ほ ど私は偉大
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な歓喜 と興奮 の中に生 きた 。」 この時期に彼が観た芝居 の一一つ に,サ ル ツ ィ
コフ=シ チ ェ ドリーソ原作 『ゴロヴ リョ ・ー-tフ家 の人 び と』 の脚 色 一rイ ウ
ドゥーシカ』があ った。主演俳優 アン ドレーエフ=ブ ル ラークの演技は,少
年 の心に強烈 な印象を与え,「演劇の怖 ろ しい力」を記憶に刻みつけた。「私
は何 か筆舌に尽 くしがたい ものを覚え,舞 台に駈 けのぼ って,こ の卑俗の権
化 を打ち殺 してや りたか った。私 は泣 きだ さんばか りに狂暴 な気持ちにな っ
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た。」1885年,彼 は大学での学問 とい う希望 を抱いて カザ ンに赴 いたが,こ
こで も一時期を ナル ロフ=ソ コローフスキイ主宰 のオペ ラ合唱団員 として過
ご した。
1892年,ゴー リキイが 最初の短編小説 を発表す る年 の夏,カ フ カースの
チ フ リスで,彼 は学習サ ークルの学生たちや労働青年 たち と協力 して,民 衆
劇場 の組織 とい う企画を立 てた。 この劇場 は カフカースの各地を巡演 し,こ
の地域 の民 衆のあいだに清新 な文化的気風 を吹 きこむ はずで あったが,企 画
の段階で挫折 した。 そ して1897年,ゴ ー リキイはす でに 専門的文筆 人の経
歴 を辿 りつつあ ったが,ボ ル タワ県 マ ヌイ ロフカ村に居住 していた とき,こ
こに農民劇場 を創 立 し,地 元 の農民たち とともに,彼 自身が俳優 と して,演
出者 と して,舞 台づ くりに参加 した。上 演脚本 と しては,ス タ リーツキ イ,
カルベ ン コ=カ ール イな どウクライナの劇作家の作品が取 り上げ られた。
演劇 への関心 は ゴー リキイに おいては一 貫 していた。九十年代に ヴ ォル ガ
流域地方の新 聞に発表 された論説や時評 のなかで,彼 は しば しば地方劇場 に
おけ る観劇の印象 について語 っていた。
未来 の劇作家は,や がて演ぜ られ る演劇革新に おけ る 自分 の役割につ いて
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予想だに しなかっただろ うが,地 方演劇界の現状に強い不満を表明せずには
い られなかった。そ こで上演される脚本の多 くは,い わゆる八十年代小市民
文学の代表者たちのものであって,家 庭内の葛藤,と くに三角関係を同工異
曲に写 し出す といった ものであ り,観客はもっぱ ら一時の娯楽の手段として
劇場を利用するにすぎなかった。俳優たちは大向こうの拍手を期待する職人
芸に堕 し,演技の統一はな く,それぞれに 自分の芸達者ぶ りをひけ らかすの
である。だが,こ の傾向は当時,地 方劇場においてばか りでな く,大 都市の
《帝立 》劇場においても見 られる一般的現象であった。
十九世紀末におけるロシヤ演劇界で異彩を放つ存在は,モ スクワのマ・一ル
イ劇場であった。 この劇場は優秀な演技陣を擁 し,リ ア リズム演劇の正統を
継承 しなが ら活躍 していた。1896年,ニージニイ ・ノーヴゴロ トで全露産
業博覧会が開かれたとき,ゴ ー リキイは,こ の地に来演 したマ・一ルイ劇場の
す ぐれた演技に初めて接す る機会をもった。それは,ゴ ー リキイが想定する
演劇一 「崇高な芸術的理想を説 く本当の演壇」になって,「形式の美 と真
実の美 との融合」を作 り出し,「生活の学校」 として 人び とに 「深い精神的
影響」を与えるはずの 演劇を 生み出す条件を 備えているように 思われた。
「ロシヤ社会の知的発達の歴史における巨大な,傑 出した役割は,モ スクワ
大学 とならび,こ の劇場に属 している。」 エルモーロヴ ァ,レ ーンスキイは
じめマールイ劇場の俳優たちによって 創造された芸術形象は,「 ロシヤ文化
くの
史 に お い て 不 滅 と な ろ う」 と,ゴ ー リ キ イ は 述 べ て い る 。
そ の こ ろ,モ ス ク ワで は,も う一 つ の,真 に 決 定 的 な 演 劇 革 新 の 狼 姻 が 打
ち 上 げ られ よ う と して い た 。1897年5月22日,《 ス ラ ヴ ャン ス キ イ ・ノミザ
ー ル 》 の 一 室 で ,ウ ラ ジ ー ミル ・ネ ミロ ー ヴ ィチ ニ ダ ン チ ェン コ と コン ス
タ ン チ ン ・ス タ ニ ス ラ ー フ ス キ イ が 会 見 し,十 八 時 間 に 及 ぶ 協 議 を 通 じて 新
しい 劇 場 の 創 立 計 画 が 生 ま れ た 。 翌 年 の10月14日,モ ス ク ワ の 《エ ル ミタ
ー ジ ュ》 で ,芸 術 座 の 旗 揚 げ 公 演 が 行 な わ れ た 。 創 立 当 初 の 芸 術 座 の 名 称 が
《Xy江o》KecTBeHHo-06田e皿ocTynHb磁TeaTp》と さ れ た の は,偶 然 で は な い 。
(5)C6.《ropbKH藍06HclくyccTBe》,H3A.《レlcKyccTBo》,M.-JL,1940,c.45.
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《06[qenocTynHbith》,つまり 「誰にでも理解される,誰 でも入れる」平民的
劇場であって,上 流社会の愛顧に媚びるそれではないとい う姿勢が,こ の名
称に示されていた。
新 しい劇場は,統 合演出と統一的演技の旗を掲げ,リ アリズム演劇の最良
の伝統を創造的に継承 しなが ら,演劇界の旧弊を大胆に打破 していった。ス
タニスラーフスキイは次のように回想 している。 「始め られつつあった事業
の綱領は革命的であった。われわれは古い演技様式に反対 し,演劇的作為性
に反対 し,偽 装的な感激的表現や 内容空疎な雄弁に 反対 し,、役者臭に反対
し,演 出と舞台装置の悪 しき 約束ごとに反対 し,ア ンサンブルを壊す 《祝
儀興行 》に反対 し,当 時の劇場の芝居づ くりのすべて,陳 腐な レパ ー トリ
ーに反対 した。芸術刷新のためのその破壊的革命的希求において演劇のあ ら
ゆる旧習に対 しで 演技,演 出,舞 台装置,衣 裳,戯 曲の解釈その他にお
くの
い て,そ うした 旧習 が現われたすべ てに対 して宣戦 を布告 した 。」 座長制や
主役偏重が排 され,「 小 さい役 とい うものはない,小 さい俳優があ るのだ」
とい う主張が押 し出された。 リア リテ ィとアンサンブルを第一義 とす る俳優
教育に よ り,カ チ ャーロフ,モ ス クヴ ィーン,リ ー リナ,ク ニ ッペル その
他,数 多 くの優秀な俳優が育成 され てい った。
もち ろん,演 劇刷新 の諸課題 を芸術座 は一 挙に解決 した わけではない。 ス
タニス ラーフスキイ も指摘 した よ うに,当 初 の上演 においては リア リテ ィの
問題に して も,主 と して外面的真実,つ ま り小道具,大 道具,衣 裳,人 物豫
の外面的特徴の リア リテ ィが なお優越 していた。 た とえば,レ フ ・トルス ト
イのr闇 の力』 の上演 にさい しては,衣 裳や家具調度 品をはるば る トゥーラ
の農村か ら取 り寄せ るとい った具合で あった。
芸術座に とって決定 的な意義 を もったのは,チ ェーホ フの戯 曲 との邊 遁で
あ った。1898年12月の 『か もめ』 の成功は,芸 術座 とチ ェーホ フを堅い絆
で結びつけ,チ ェーホフ劇の上演活動 の中で,人 物形象 の外面的性格描写か
(6)LIIuT,va3KH.;A.MficHHKoB,M、.ropbKH藍,rocAHTH3AaT,M.,1953,c.130-
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らそ の内面的本質 の表現 へ と向か う芸 術座の方法が確 立されてい った。
芸 術座 との結 びつ きは,チ ェーホフに とって も大 きな意味を もった。世界
の劇文学 史に新 しいペ ージを開いた この作家は,事 件を中心に構成 され る従
来の戯 曲についての観念 を一変 させた。 彼は不満を こめて語つた。 「ヒー ロ
ー,ヒ ロイン,舞 台効果が要 求 され る。だが一体,生 活の中で,た えまな く
拳銃 自殺 を した り,首 を くくった り,愛 を告 白 した りす るだろ うか。 たえま
な く賢 明な ことほ か り話すだろ うか。人 び とは,食 べた り,飲 んだ り,歩 き
まわ った り,愚 劣な こ とを話 した りす るほ うがず っと多い。 まさにそ のこ と
が舞 台上 で見 られ なければな らない……生活が在 るが まま,人 び とが在 るが
くり
ままに,気 取 った姿では な しに示 し出 され なければ な らない。」 チ ェーホ フ
の戯 曲は,例 外的に強烈 な個性 を もつ ヒー ローや,激 しい葛藤場面 の,い わ
ゆ る 「見せ場」を舞台の蔭 に追放 した。事件が ドラマの中心 に据え られ るの
では な く,登 場 人物 の個性 が葛藤 を生む ので もな く,そ こでは人物たちの性
格,運 命,思 考,気 分 は,彼 らが置かれた生活状 況 との相関 の中で とらえ ら
れ てお り,し たが って戯 曲の アクセン トは,周 囲の状 況に対す る登場 人物た
ち の内面 の,う つ ろいやす い情動的反応に置かれ る。 だか ら言葉 となった対
話 よ りも,そ の裏 に秘 め られ た情動的意味のほ うが重要 になって くる。 この
よ うなチ ェーホフ劇の本 質的 な新 しさを と らえ きる演 出 と演技手法は,芸 術
座 の登場以前には,ど の劇場 も持ち得 なか った。1896年10月,ペ テル ブル
クのア レクサ ン ドリソスキイ劇場に よる 『か もめ』 の初演がみ じめな失敗 に
終 った理 由も,こ こにあ る。 この失敗に チ ェーホ フは大 きな打撃を受けて,
劇作へ の熱意をほ とん ど失 いかけたほ どだ った。それか ら二年 た って,同 じ
戯 曲の舞台化 が芸術 座に よって理 想に近 い形 で実現 されたのであ った。 チ ェ
ーホ フの最後の戯 曲 『三人姉妹』 と 『桜の園』 の成 立は ,芸 術 座 との関係を
無視 しては考え られ ないであ ろ う。
芸術座の成 功が世評を賑わ していた ころ,チ ェーホフとゴー リキイのあい
だに,文 通が始め られた。両者は ともに芸術座 の舞 台に まだ接 していなか っ
(7)n.ropo八e眼K荊,】143BocnoM}IHaHH負oqexoBe,《OroHeK》,1904,♪西29.
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たが,ゴ ー リキイ は 地方劇場での 『ヴ ァーニ ャ伯父さん』 の 観劇に関連 し
て,次 の よ うにチ ェーホフに書いた。「二,三 日前 に 『ヴ ァーニ ャ伯 父 さん』
を見 ま した。 見て 女の よ うに泣 きま した,私 はお よそ 神経質 とは遠 い人
間なのですが。 あなたの戯 曲のおかげで気 も遠 くな り,ポ ー ッとして,揉 み
くち ゃに され て家 に帰 りつ くと,長 い手紙 をあなたに書 き,そ してそれを破
って しまい ま した。 …… これは劇芸術 の まった く新 しい品種です。 あなたが
それで もって観客 の どた まを な ぐ られ る槌 です。 …… 『ヴ ゾーニ ャ』の最後
ま
の幕で,ド ク トルが長い間の後でアフ リカの炎暑について語るとき一 一私は
あなたの前におぼえる狂喜と,人 びとに対 して,色 彩のない貧 しいわれわれ
の生活に対 して感 じる恐怖とで身ぶるい しました。あなたはなんとみごとに
(8)
ここを,魂 を打 った ことで しょ う,そ して なん と狙 い正 しく!」(1898
年11月 下旬)そ して チ=一 ホフ か ら 「自分 の戯 曲に対 しては概 して,私 は
冷淡 です。久 しく劇場を離れてい る し,劇 場 のために書 くとい う気は も うあ
(9)
りません」 とい う返信を受け取 って,さ らに次 の よ うに ゴー リキイは書 くの
であ る。「劇場 のために書 きた くない とい うあなたの言 明は,私 を して数言,
あなたを理解す る観衆があなたの戯 曲に対 して ど うい う見方 を しているかに
ついて言わ しめ るのです。 た とえば,『 ヴ ァーニ ャ伯父 さん』 と 『か 秀め』
は劇 芸術 の新種であ って,そ こでは リア リズムが魂を吹 き こまれ,深 く思 い
を秘 め られた シンボルに まで高 め られ てい る と言 ってい ます。私 の見 る とこ
ろでは,こ れ は非常に正 しい言い方 です。あ なた の戯曲に聞 き入 りなが ら,
偶像への犠牲に供せ られた生活 について,人 び とのみすぼ らしい生活 の中 へ
美を もた らす ことにつ いて,ま たそのほか多 くの根本的な,重 要 な ことにつ
いて,私 は考 えていた のです。 ほか の ドラマは,人 間を現実か ら哲学的な
普遍化 に まで抽象す る ことはで きません一 あ なた のものはそれ を してい ま
qO)
す 。」(1898年12月6日 以 後)
(8)Co6p.coq.,T,28,c.46.
(9)A.fi.qexoB,Co6P,coq.B12--HToMax,rocJmTH3AaT,1>1.,1964,T.12,
c.241.
(10Co6P.co9.,T.28,c.52.
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ゴー リキイは,こ の よ うに,最 大級の讃辞 をチ ューホ フに捧げ,批 判的 リ
ア リズムを 極限 まで 押 し進めた 良き先達か ら その創作手法を 学 び取 りなが
ら,し か し,そ の讃辞にあえて付け加えずに はい られなか った。 「しか し,
ねえ,そ うい う打撃に よってあなたは何を得 よ うとお考えです か?人 間は
く　め
それに よって更生す るで しょ うか?」 と。 ゴー リキイは生活 の諸矛盾を照 ら
し出すぼか りでな く,そ の諸矛盾を解 きほ ぐす道 を模索 していた。 彼に とっ
て 「文学 におけ る,芸 術に おけ る課題 とは,人 間のなかに きわめてすば ら
しい,美 しい,純 粋 な もの一高潔 な ものが存在す るとい うことを,色 彩に お
い て,言 葉において,音 調において,形 においてはっき りと描 き出す こと。
…… と くに私 の課題は 一 人間の中に 自分 自身へ の誇 りを喚 び さます こと,
生活の中で人 間が最 もすば らしい,最 も意義あ る,最 も貴 重な,神 聖 な存在
であ り,彼 のほかには注意に値す るなにもの もない とい うことを,人 間に語
(12)
る ことです。世界 は彼 の創造 の果実 であ り,神 は彼の心 と理性 の一部です。」
(1900年7月25日または26日,ピ ャ トニーツキイ宛)そ してそ のために,
必要 とあ らば,文 学が 「少 しばか り生 活を潤色」すべ きだ とさえ,彼 は主張
す るのである。「そ して文学がそれを始め るが早 いか一 生活は潤色され る,
くユ　　
つ ま り人 び とは もっ と迅速に,も っ と明 る く生 き始め るで しょ う。」(1900年
1月5日 以後,チ ェーホフ宛)
1900年初頭,ゴ ー リキイの内部では,戯 曲を書 きたい とい う衝動が激 し
く渦巻 くよ うになっていた。戯 曲の もつ特質 舞台か ら一度 に,幾 百人,
幾千人に向か って,人 間の肉声 を通 じて呼びかけ ることので きる芸術の魅力
が,彼 の心 を強 く惹 きつけた。彼 は直接的に観衆 に訴えず にい られ ない もの
を持 っていた。それに呼応す るかの よ うな芸術座 の出現であ る。 この年の一
月中旬,彼 は芸術座 のrヴ ァーニ ャ伯 父さん』を観た。そ して,か つて彼が
絶讃 した マ ールイ劇場で さえ,「 この劇場 とく らべ ると……驚 くほ ど粗雑」
⑪TaM⊃Ke,c.46。
⑫TaM》Ke,c.125.
⑬TaM)Ke,c.113.
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であ り,「全体 と してこの劇場 は堂 々と して,真 面 目な仕事,大 きな仕事 と
い う印象」 を抱 いた。 この印象はやが て 「芸術 座 これは トレチ ャコーフ
スキ イ画廊や,ヴ ァシー リイ ・ブラジ ヱン ヌイや,す べ て モスクワの 最 も
良い もの と 同 じよ うにすば らしく,意i義があ ります。 あれを 愛 さないなん
て一 不可能です,あ れ のために仕事を しないなんて 犯罪です,神 かけ
くゆ
て!」(1900年9月,チ=一 ホ フ宛)と い う評 価 の 確 定 に 至 りつ く。
2
九十年代が終わ ろ うとす るころ,ゴ ー リキイはすで にチ ェーホフ,コ ロレ
ン コとな らんで,ロ シヤ文壇 の最 も明るい星の一 つに数 え られ る よ うにな っ
ていた。 ロシヤ社 会 の現実 の暗い諸側面を摘発 し,こ れ に激 しい抗議をたた
きつけ る作 家 として,彼 は世の注 目を集め る存 在 とな っていた。 しか し,そ
の文学 的本質 につ いては必ず しも正 しい理解は まだ得 られず,批 評界におい
ては この作家を,浮 浪人 の代弁者 も しくはそ の精神的指導者,あ るいは ニー
チ ェ流の力の讃美者,あ るいはデ カダンス的 ネオ ・戸マ ンチ シズムの使徒 と
みなす傾向が強か った。親友チ ェーホ フや芸術座の演 出者 たちに しても,こ
の若い作家のそ の後に おけ る巨大 な発展を正 しく予見 できなか った と して も
不思議はなか った。だか らゴー リキ イが劇作に 向か った とき,作 家 の九十年
代創作に おいて馴染み深い主人公たち と主題に よる戯 曲の誕生が期待 された
として も当然の ことであった。
た しかに,ゴ ー リキイの初期短編 の多 くは,ソ 連 の研究者B.B.ミ ハイ ロロの
一 フ ス キ イ が 指 摘 した よ うに ,《劇 的 ノ ヴ=ル 》(ApaMaTvaqecKaAHoBe川a)
の 範 例 と言 え よ う。 短 編 『チ ェル カ ッ シ』 の 結 び の 「二 人 の 男 に よ っ て 演 ぜ
(16)
られた小 さい ドラマ」 とい う言葉は,彼 の他 の多 くの短編につ いて も語 りう
る ものであ る。そ こでは,筋 の展開はほ とん どつねに,き び しく異 な る人間
(④TaM}Ke,c.131.
⑮B.B.M、Hxa藪JloBcKH負,TBoPqeclくHeHcKaHHfiMonoAororopbKoro.BKH.
《ropbKoBcKHeqTeHHH.1947-1948》,H3皿。AHCCCP,1959,c.60.
⑯Co6p.coq.,T,1,c.390.
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性格 または性格 グループの衝突に端 を発 していた。 チ ェル カ ッシとガヴ リー
ラの対置 と同 じよ うに,ク ヴ ァル ダ と 商 人ペ トゥンニ コフ(rかつ て人間で
あ った人 び と』),マ ー リヴ ァと レゴス ターエ フたち(rマ ー リヴ ァ』),植字
工 と新 聞編集者(r乱 暴者』)の対 立の場合に も,階 級落伍者,反 抗者,社 会
か ら 《もぎ離 された 》人 たち と,《正常な 》所有者的社 会 の代表者たち一
商人,小 市民,経 営 農民 たち との劇的葛藤 が筋展 開の基点 とな っていた。 こ
れ とは別に,語 り手 としての 自伝的主人公が登場す る短編系列では,問 題 は
異 なる提起がな され ているが,こ こで も筋の発展 は,現 存 す る奴隷的世界 の
改造の必要性 を信 じ,そ の可能性を探 求す る語 り手 と,遍 歴 の途路に彼 の出
会 う浮浪人たち との劇的葛藤 に起因す る。 エ メ リヤン ・ピ リャーイ,コ ノヴ
ァー ロフ,シ ャクロ(『私の道つれ』),プ ローム トフ(『ペ テン師』)たち と
衝突 しなが ら,自 伝的主人公は,「 生 活の知恵は いつ も人び との知恵 よ りも
ロわ
深 く,か つ広 い」,つ ま り生活の現実が,主 として読書に よるユ ー トピア的
くゆ
理解 よりも,は るかに複雑であるとい う認識に至るのである。 これ らの作品
は,自 伝的主人公の内面的精神発達の段階をそれぞれに刻みつけ,よ り一層
複雑で 《内的 》性格を帯びているが,そ れ と同時に,rチ ェルカッシ』系列
に劣 らず劇的に構成されている。
だが,《劇的なノヴェル 》がそのまま戯曲の諸条件を満たす ことにな らな
いのは,も ちろんのことであ り,ま た,こ の時期のゴー リキイは,生 活の一一
断面を鋭 くえ ぐり取って,そ こに劇的葛藤を浮かび上げるとい う短編的手法
か ら,広 汎な生活画布の上に複雑な人間関係のか らみ合いを描き出し,こ れ
らの人物たちの運命を総合的 ・全面的に追求する長編的手法に移行 しつつあ
った。彼にとって劇作とは,《劇的な ノヴェル 》脚色を意味するものではも
ちろんなかった し,九 十年代創作における主題と人物の戯曲に よる再構成で
もあ り得なかった。新 しい創作形式は新 しい主題 と内容のために こそ,必 要
a7)TaM>Ke,c.446.
⑱ 拙稿 「ゴー リキイの初期創作 におけ る語 り手 の形 象 につ いて」参照.『 人文研
究』 第32輯 所収.
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とされたのであ る。そ して,新 しい創作形式 の獲得のためには,試 行錯誤 の
長 く苦 しい探 求の道が避け うべ くもなか った。
1900年4月に ヤル タで 芸術座 の人び とと 会 ってか ら,ゴ ー リキイの劇作
の仕 事が具体的 に進め られ始めたが,こ の時期の作家の もとには,す ぐに も
着 手 したい幾つかの構 想があ って,そ れ らが戯 曲とも中編 とも形式 の定 ま ら
ない ままに,発 酵を始めていた もの と考え られ る。1900年7月 か ら1901年
にかけ ての彼の書簡には,劇 作につい ての発言が点綴 され ていて,そ の苦 闘
ぶ りを うかがわせ るものである。
「ドラマを書 いて ます,く そ の役に もたたんで しょうが。 ロシヤ語 でい う
と,唾 を吐 くとい うやつです。で も,も うす ぐ私は中編 を始め ます一一 一これ
は別 の仕事です。 この小説が かな り以前か ら 私を眠 らせ て くれな くて,い
ま,と っ くりと練っている ところです。 ……あ らゆる人が もち ろん,ま
ともな これ を読 んで,お や,お れはなん と立派な,力 強い,勇 敢 な人 間
(19)
だ ろ うと心に虹 を描 くよ うな,そ うい う書 き方が必要です。」(7月25日 ま
たは26日,ピ ャ トニーツキ イ宛)
「これ を もってあなたに ご報 告いた します,親 愛な アン トン ・パ ーヴロヴ
ィチ,顔 に汗を流 し,第 三幕 まで運び こ られた 瓢.ゴ ー リキ イの ドラマは,
つつがな く 逝去 いた しま した。 それは 退屈 さと おびただ しい ト書 きのため
に,引 き裂かれ ま した。 これ を こまか く切れ ぎれに引き裂 いて,私 は嬉 しさ
(20)
にホ ッと溜息をつ きま した。 そ して 目下,そ れか ら中編 を作 ってい ます 。」
(8月中旬,チ ェーホ フ宛)
「私はつい最近,ド ラマを 三幕分破 き,中 編を 五章書 きま した。 ほ ら,
そ こで中編がで きるわけです よ!!登 場人物 は173人,幕 は二十二年続 き ま
く　り
す。 各年に十章を捧げ ます。 書 くとなれば,こ の とお り,も う書け る!」
(8月下旬,ス レージソ宛)
(igCo6P.coq.,T.28,c.124--125.
⑳TaM》Ke,c.126-127.
②)TaM)Ke,c.127.
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《引 き裂かれた 》 ドラマの内容が ど うい うものであったか,草 稿が残 され
ていないので 確 かめ よ うもないのだが,「 それか ら中編を作 ってい る」 とい
う表 現か ら判断すれば,こ の年の11月 か ら雑誌 《生活 》に連載が始め られ
た中編 『三人』 と関係があ ったのだ ろ うか。 しか し,9月 初 めに,《 ロシヤ
通報 》,《オデ ッサ新報 》,《新 時代 》な ど一連 の新 聞に,ゴ ー リキイが小市
民社会 の新 旧世代 の精神的断絶を取 り上 げた戯 曲を完成 し,そ れを芸術 座に
渡 したが,そ の後,手 を加え るために原稿 を取 り戻 した,と い う記事が現わ
れた。 なかには,こ の戯 曲が作者 に よって絶滅 させ られた と報 じてい るもの
もあ った。 この ことについては,ゴ ー リキイ 自身が次 のよ うに打ち消 してい
る。 「新 聞はあ りもしない ことを叫びたてているのです。 ドラマは書 き上げ
ませ んで した し,書 い て もい ません,今 の ところは。小説を書いて ます。間
もな くそれ を終 え ます。終わ った らす ぐ ドラマにかか ります。 初め っか
く　　ラ
ら,新 しい ものを。」(9月 中旬,チ ェーホ フ宛)だ が,r小 市民』 との直接
的関係 を示唆す る新 聞記事の内容は注 目に値す る。 ゴー リキ イの年譜 に よれ
(23)
ば,こ の ころマ ヌイ ロフカか らニージ ニイ ・ノーヴ ゴロ トへ居住 を移 した ゴ
ー リキイは,途中でモス クワに一週間ほ ど滞在 し,ここで クニ ッペル家を訪問
した り,芸 術座 の舞台稽古を見 た りして,芸 術座 との親交を深めてい る。 お
そ らく,こ の ときにはなん らかの戯 曲の原稿を携行 したのではな く,未 来 の
戯 曲の構想 につい ての ゴー リキイの談 話が誤 って伝 え られたのであろ う。9
月23日,ゴ ー リキイはふたたび モスク ワに出かけたが,こ の ときには ダンチ
ェン コに構想 中の戯 曲について 「くわ しく話 した」。 ダンチ ェンコは 「二つ,
三つ気づいた ことを注意 して くれ,そ の的確で正確 な注意でたち まち戯 曲に
活 を入れ て くれた。」そ して中編を終 えた ら,「す ぐに戯 曲に取 りかかる とこ
く　
ろで,そ れを ダンチ ェソ コに捧げ たい」(10月上 旬,チ=一 一ホ フ宛)と い う
決意 を表 明 した。 この戯 曲の構想がr小 市民』であ る ことは,ま ず間違 いな
㈱TaM》Ke,c.130.
㈲ 《刀eTonHcb)KH3HHHTBopqecTBaA.M、.ropbKoro》,H3双.AHCCCP,ML,
1958,BHn。1.c.279-282.
¢4》Co6P.coq.,T.28,c.133.
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い ところ と思われ るが,し か し,そ の完成 まではなお紆余 曲折 を辿 らなけれ
ぽな らなか った。
1900年12月,ゴ ー リキイのなかでは,も う一つの戯 曲の構想 と,以 前か
らの構想 とが激 しく衝突 し合 っていた。彼は スタニスラーフスキイに書 き送
った。 「ひっそ りと四幕 の ドラマ的 な長靴下を編んでい ます よ,韻 文 ま じり
ですが,韻 文 の劇ではあ りません。 ……一つ の場面は成 功 した よ うな気が し
ます 一そ こで は主要な登場人物 に太陽が なってい るおかげです。いつ,終
えるか?神 のみぞ知 る」。「私は舞台に太陽を のぼ らせたいのです,明 るい
太陽を,ロ シヤの こんな あ ま り鮮やかでは ないけれ ど,す べ てを愛 し,
く　の一切を包容す る太陽を。 ああ,も しうま く出来たな ら!」 ここで触れ られ て
い る戯曲の構想 は,明 らかに,r小 市民』 ではな く,第 二作の戯曲 『どん底』
く　ラ
に関連す るものである。 スタニスラーフスキイに よれば,『 どん底』の最初
の構 想では,次 の よ うな結末が予定 され ていた,最 後 の幕 は春。太陽 も
自然 も蘇え る。夜 の宿 の住人たちは陰欝 な地下室か ら戸 外に出て,さ わやか
な大気のなかで畑仕事に と りかか る。陽光 と勤労に よって融解 したか の よ う
に,人 び との魂 の傷は癒や され,た が いの敵意 と憎 しみは洗い浄め られ,彼
らの心臓 は愛 にみ たされ,明 るい歌声 がひろが る…… しか し,ゴ ー リキイ
は この構想をす ぐに実現す る ことはで きなか った。人間を踏みに じり,彼 を
家畜 と野獣 に変 える条件が厳 然 と存在す る世 界におい て,虐 げ られ圧 しひ し
がれた人び との再生の可能性を安易なかたちで描 き出す ことは,す でに生活
の 《潤色 》ではな く,生 活 の 《虚構 》 にほかな らない。 「どん底」の世 界を
照 らしだすためには,ま さに 「二十年にわた る観察 の総計」に値す る,こ の
世界 への深い洞察 と,こ の世界 に対置 しうる明確 な理念 とが必要 とされ たの
であ る。
1901年に 入 ってか ら,ゴ ー リキイはふたたびr小 市民』 の執筆に取 り組
CiEi)TaM>Ke,c.147.
㈲K.C.CTaHHcπaBcKI揃,瓢o兄》KH3HbBHcl〈yccTBe,1>L,c.345:ToT》Ke,
A.rl.qexoBBMocKoBcKoMXy八〇}KecTBeHHoMTeaTpe,M.,1947,c.5G-57.
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んだ。4月17日 の未明,反 政府的活動のゆえに 彼が逮捕 された ときには,
戯 曲は第三幕 まで進捗 していた。4月29日,彼 は ニジ ェゴロー ト監獄か ら
エカチ ヱ リーナ ・パ ーヴ ロヴナ夫人 に書 き送 ってい る。 「私は ここで仕事 を
しようと 思 っているが,ま だ始めてはいない。 戯 曲を没収 されたのが 残念
ゆア　
だ,い ま,そ れ を 書け る といいのだが 。」5月17日,ゴ ー リキイ は 釈放 さ
れ,自 宅監禁に おかれ るが,そ れか らしば らく戯 曲か らは離れ,9月 になっ
てか ら新 たに 書 きおろ した。9月 末には 戯 曲の完成について チ ェ'一'ホフと
ピャ トニーツキイに知 らせたが,戯 曲が芸術座 の上演に適す るか ど うかを確
かめ るために,ネ ミローヴ ィチ=ダ ソチ ェソコが わざわ ざニージニイ ・ノー
ヴゴロ トへ 訪れたあ と,ゴ ー リキイは 次 の ように ピャ トニーツキイに書い
た。
「重大 な ことは これ です,私 はね あなた のア リョーシカは 劇作家
資格 の予備試験 にあ っぱれ及第 しま した!(用 心せ よ,ウ ィリアム 。シ ェー
クス ピア!)私 は一 一あっぱれ一 一とい う,臆 面 もな くね。 とい うのは,私
の試験官に よってそれ 以上の ことを言 う全権を与 え られたか らです。 ウラジ
ー ミル ・ダンチ ェンコは誓 って私に断言 したのです,戯 曲は成 功 した と,そ
して この仕事に従事す る才能が私にはある と。私は彼を信 じます。彼 は
率直な,誠 意のある人で,あ ま り才 能はないに して も,き わめて,き わめ て
賢 くて,趣 味の深 い人間です。その上,彼 は約束 しま した,も し戯 曲が私 よ
り,小 説家 より悪か った ら,つ ま り低か った ら,率 直 に私 に 《上演 しな さ
んな!役 に立ち ませ ん!》 と言 うと。 だが,い ま彼は言 ってい るのです,
私 が彼の期待以上だ,な どな どと。 ねえ,わ か りますか 私 は彼を三 日待
ち,自 分 が小僧 っ子の ような気 が して,ど きどき して,心 配 し,概 して馬鹿
の よ うにふるまい ま した。そ して戯 曲を読みば じめた とき,私 の声 がふ るえ
手 がわなな く 滑稽 なあ りさまを ミネ ローヴ ィチ=ダ ソチ ヱソ コ に 隠す ため
に,大 努力を したのです。 しか し一 無事で した!に もかかわ らず,良 心
⑫DApxHBA.M.ropbKoro,rocJIHTva3,alaT,M.,1955,T.5,c.81.
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に照 らして言 うど 戯曲は私の気に入 りません。非常に気に入 りません!
これには詩がない,そ こなんです!こ れには騒音が,落 ちつきのなさが多
いのです,神 経が多いのです,だ が一 火はない。 しか し,私 は これには
手をふれません,ど うともするがいい!私 はこれを十八 日間で書きました
が,も うこれ以上は一時間た りともこれに与えません,け だ し骨折 り損 とい
(28)
うもの。 ど うともな るがいい!」
この ように,ゴ ー リキイの戯 曲第一作の執筆過程に おい ては 『小市民』 と
『どん底』そ の他 の構想が作者 の中に並存 し,交 互に,そ れぞれの構想 が当
面 の執筆計画に進み 出ては,た が いに他 を圧迫 していた。 しか し,「書 き上
げ られた最初 の ものが,ほ か な らぬ 『小市民』で あらた こ とは偶然で ない。
ゴー リキイが機 関手 ニール と手をたず さえて劇作 に進み入 った ことには,深
く　　
い意味があ る。」それは,ま さ しく時代そ のものの緊急 の要請で あった。
3
「……英雄的 な ものを必要 とす る時代 が きま した。鼓舞 させ るもの,パ ッ
くヨの
と明るい ものをみ んなが 欲 してい ます。」(1900年1月5日,チ ェーホ フ宛)
それは どの よ うな時代であ ったのか。
十九世紀末,ヨ ーロ ッパでは産 業恐慌 がお こ り,そ の影響はたち まち ロシ
ヤをも襲 った。外 国資本 の投下 と極度の低賃金 労働 とい う脆弱な基盤の上 に
その発達 の道 を 辿 って きた ロシヤ資本主義には,不 況に 対 抗す るすべ はな
く,約 三千の大 小企業が 閉鎖 され,十 万人以上 もの労働者が街頭に投げ 出さ
れた。企業 に とどま り得た労働者 の賃金 は切 り下げ られ,な がい年 月をかけ
て労働者が克ち とった資本家側か らのわず かな譲歩 も,今 や奪い返され て し
まった。 しか し,産 業恐慌 と失業 は,労 働運動 の発展を阻止す ることはで き
なか った。 労働者 の意識 は急速に成長 し,そ のたたか いは経済的要 求か ら政
鰺Co6p.coq.,T.2&c.180.
凶B.BH,πmもM.ropbKH藍一JLpaMaTypr,H3,IL.《CoBeTcKH益nHcaTeJlb》,M.,
1962,c.17.
㈹Co6P.coq.,T.28,c、113.
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治的要求へ,専 制打倒を指向する方向へと進んでいった。 こうした状勢のな
かで レーニンの 《イスクラ》が創刊され(1900年12月),社会民主労働党
のたたか う中核体が結晶されつつあった。
社会的高揚は学生層のなかにも鋭敏な反応をみて,大 学所在の各都市で学
生騒動が勃発 した。 これは当初,大 学の諸秩序に対する不満か ら始まったの
だが,1899年7月に政府は 《団体行動に よる 秩序素乱 》に対 しては学生を
大学か ら放逐 して兵卒 となす とい う臨時法を発布 した。やがてこの法令はキ
エフ大学の学生に適用され,183人が兵卒にされるにいた り,抗議の声は市
民 と労働者をも包んで燃えたった。
1901年3月4日,ペテルブルク の カザンスキイ寺院広場で,学 生 と市民
に よる大きなデモンス トレーシ ョソが行なわれた。ペテルブルク市長 クレイ
ゲルスは,コ ザ ック親衛隊を出動 させて集会を弾圧 し,多数の死傷者を出 し
た,い わゆる 《3月4日事件 》を惹き起こさせた。 ち ょうどこのとき,ゴ
ー リキイはペテルブルクに滞在 していて,事件を目撃 し,強 い衝撃を受けた
のであった。
ゴー リキイはかねてか ら,政府による人民弾圧に抗 して世論を喚起すべ く
各種の活動を展開 していたが,こ の事件についても文学者たちの抗議声明に
主働的に参加 し,ニ ージニイ ・ノーヴゴロトでは市民 ・労働者のあいだに反
政府的抗議を組織 し,《3月4日 事件 》の負傷者 と学生たちのための 救援活
動を精力的に行なっていた。
成熟 しつつある 革命への予感は,雑 誌 《生活 》第四号に発表 された叙事
詩 『海つばめの歌』の中に鮮明に,力 つよく歌いあげ られている。
「一 嵐だ!も うす ぐ嵐が とどろきわたるのだ!
これは大胆な海つばめが,怒 りにもえて胞障す る海の上で,稲 妻のあいだ
をぬって誇 らかに飛び翔けているのだ。これは勝利の予言者のさけぶ声。
く　　
一 嵐 よ,も っとはげ しくとどろけ!」
この叙事詩 は,検 閲に よって雑誌への掲載 を禁 じ られた短編r春 の メロデ
Gl)Co6P.coq.,T.5,c.327.
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イ』 の最後の部分 だ ったのだが,編 集者 の ポ ッセは,あ えて 《歌 》 の部分
だけを掲載 したのである。第四号刊行後,こ の雑誌は閉鎖処分 を受け,編 集
者は逮捕 され た。検 閲担当官 は,こ の歌にかん し,次 の よ うに報告書に記 し
てい る。 「この詩 はある種の傾 向の文学団体に強 い印象をあた えた。そ して
ゴー リキイを単に嵐 を告げ る者(6ypeBeCTHHK)と呼ぶに とどま らず,《 嵐
　 　 　 　 　 　 　
を 呼 び よせ る 者 》(6yper"amaTati)と呼 び は じめ て い る 。 つ ま り,ゴ ー リ
　 り 　 　 　 　 つ
キイは来たるべき嵐を告げ知 らせるだけでな く,嵐 を呼び よせているとい う
(32)
ので ある。」
ツァー リ政府 は,か ね てか ら ゴー リキイの動 静に 注 目していた。4月14
日,警 察局特別課長 の上司への報 告には,「 博覧会 以来ず っ と 静 まっていた
ニ ージニイにおけ る革命的生活 は,ゴ ー リキイの到着 とともに,い ま再び活
澄化 してい る。 ニージニイにおけ る革命的行動 のすべてが,ひ と りゴー リキ
くヨの
イに よって息 をふきか え し,生 きている。」 と書かれた。4月15日,警 保局
長は ニージニイ ・ノーヴ ゴロ ト憲兵司令部 にあてて,ゴ ー リキ イお よび革命
的サ ークルの関係者 を逮捕す る よう打電 した。
ゴー リキイが戯 曲r小 市民』 を書いていたのは,ま さに この ような革命的
状況の真只中で あった。 ゴー リキ イはす でに,下 層社 会 の 《抗議す る個 性
の表現者 》であ るに とどま らず,社 会の表層 に 送 り出た 《抗議す る大衆の
才能ゆたかな 表 現者 》 として,時 代 の焦点におかれ ていた。 彼 の戯 曲は,
否応な しに,状 況 の単 なる観照者 には とどま らず,状 況の能働的関与者 とし
ての作家の 《演壇 》 となるべ き 役割をに な うのであった。 よ く知 られ てい
る ように,や が て舞 台化 され た 『小市民』 と 『どん底』 の アフォ リズムは,
『海つぼ めの歌』 と同 じく社 会変革運動に おけ る ス ローガソと結 びつ き,二
つの陣営のインテ リゲンツ イヤの対 立を浮かび上げた 『別荘 の人 び と』の ク
ライマ ックス場面 はさなが ら政 治集会 の様相を呈 して,観 客席 に嵐 の ような
反応を よび起 こ した。
3オ 《PeBoJIK川HoHHH前nyTbropbKoro》,1>覧.-JI.,1933,c.51.
e3TaM)Ke,c.48.
(18) 人 文 研 究 第48輯
劇作への関心の増大は,こ の時代においてゴー リキイにとってのみ特徴的
であったわけではない。 『ヴ ァーニャ伯父さん』以来,劇 作か ら遠ざかって
いた チ=一 ホフは,1900年に 『三人姉妹』を書き上げ,そ のなかに 生活刷
新の嵐の接近を独 自に反映 した。二十歳の命名 日を迎えたイ リーナは語る,
「人間は誰だって額に汗 して 働かなければなりません。 そ して結局 この一点
のなかに,そ の人の生活の意味や 目的や,そ の人の幸福,そ の人の有頂天の
喜びがあるのよ。 どんなにいいで しょう,夜が明けるか明けないかに起きて
往来で石を打つ 労働者であることは,あ るいは 羊飼であることは,あ るい
は子供たちに 教える先生であることは,あ るいは 鉄道の機関手であること
130
は……」 と。この言葉に トゥーゼンバ ッハが反響す る。 「時が来ました,わ
れわれみんなの上に 巨大なものが 近づいてきています,健 康な力強い 嵐が
今にも来そ うです,動 いて,も う間近に迫 っています。そ してまもな くわれ
われの社会か ら怠惰や無関心や勤労への偏見や腐敗 した倦怠を吹きは らって
くヨの
くれ るで しょう」。 もち ろん,チ ェ'一'ホ7の気分 は,r小 市民』 の作者の戦闘
的 ・革命的 パス トとは遠 くへだた っていた。 イ リーナが羨望 を もって指摘 し
た 《鉄道 の機関手 》 ニールは,労 働 の喜びばか りでな く,た たか いの喜びを
も感 じ取 ってい る。 彼は嵐 を歓迎す るばか りでな く,こ れ を呼 び出 し,自 己
のなかに体現 したのであ った。 だが,そ れに もかかわ らず,か つ て 《陰気
な知識人像 》 の創造者 といわれたチ ヱーホフが,『三人姉妹』を 《ヴ ォー ド
ヴ ィル 》で ある として,は るか彼方 の美 しい夢を描 くことはできて も,《 す
ば らしい明 日 》を迎え るために 今 日のたたかいに 参加 し得 ない 人び との無
為に対 して痛烈 な調刺 を浴 びせ,つ づ く 『桜 の園』(1904年)には 《喜劇 》
と銘 うって,美 しい ものを人 間のために生かす ことので きない人 び との退場
を,過 去 のものとな りつつあ る生活や,そ のなかにあ る美 と醜 のすべ てに対
す る告別を,《 喜ぶべ き 》生活 の発展 として とらえ得 た ことは,時 代的高揚
と切 りはな しては理 解 しが たいで あろ う。 同様 に,こ の時代 と切 りはな して
鋤A.1"1.LlexoB,Co6p.coq.,T.9,c.537.
翰TaM)Ke,
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は,レ フ ・トルス トイの 『生 け る屍』(1900年)におけ る 本質的 ドラマ も理
解 し得ないので ある。
この時期 に登場 しは じめた若 い世代 の リア リス ト作家たち もまた,申 し合
わせた よ うに,劇 作に 向か ってい った。C.A.ナ イジ ョー ノブ,E.H.チ ー
リコフ,双.兄.ア イズマン,C.C.ユ シケーヴ ィチ,JI.H.アソ ドレーエ フ
な ど,ゴ ー リキイの まわ りに結集 し,や が て 《ズナ ーニエ 》 同人 出版社 の
活動 に加わ ってい く作家たちは,そ れぞれ に戯 曲に取 り組み,そ のなかで と
きには ゴー リキイ との精神的連帯を表 明 し,と きには彼 との直接的論争を展
開 した。 彼 らの劇作への接近 は,激 動 を開始 した生活状況 が彼 らの前に提起
した課題 に対す る解答の場 と して,状 況 への発言 の場 と して,最 もふさわ し
いのが舞 台で あ るとい う共通認 識に基づ く。
これ らの若い劇作家たち もまた,芸 術座 の登場に心を揺すぶ られ,そ の舞
台形象に よって劇作術を学び取 り,こ の劇場 に よる 自作の舞台化 を渇望 して
いた。1901年,《 ズナーニエ 》 の流れ の主要な水源 の一つ とな る雑誌 《生
活 》に,ポ ヅセが 芸術座 の ペ テルブル ク旅公演について論 評 しなが ら,次
の ように書いた。 「この劇場 は,チ ェーホ フの例 に従い,幾 人かの傑 出 した
文士 たちを鼓舞 し,自 分の力を ドラマの領域で試み させ る もの と期待 しなけ
れ ばな らない。現代 ロシヤ作家の うちで,ネ ミローヴ ィチ=ダ ソチ ェンコと
スタニス ラーフスキイが先頭 に立つ劇場 に 自作 の戯 曲を渡す ことを名誉 とみ
な さぬ者があ ろ うか?ロ シヤの舞 台芸術 においてのみな らず,ロ シヤの劇
く　 　
文学 において も,芸 術座 の名 と新 しい時 代が結びつ くと 期待 しよ う。」 この
予見 は正 しか った。 もっとも,ポ ッセが この文 を書 いた とき,若 い世代 のな
かで最 も巨大 な力量 を もつ作家 ゴー リキ イが芸術座 のため の戯 曲に取 り組 ん
でいた とい うことを,彼 は よ く知 ってはいたのであるが。
生活 自体が ゴー リキイを舞台へ と呼び招いていた。彼 の戯 曲が登場す るず
っと以前か ら,多 くの劇場は彼 の作品に注 目し,中 編 『フォマー ・ゴルデ ー
エ フ』の舞台化 を準備 していた。1901年には,こ の中編を脚色 した 上演 台
㈹ 《>KH3Hb》,1901,IV(Anpe孤b),c.346.
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本が31種 も検閲委 員会に提出 された とい う事実があ る。 それ らの うちの多
くが,検 閲に よって大 きな犠牲 を強 い られたにせ よ,ペ テルブル ク,モ ス ク
ワ,オ デ ッサ,サ マーラ,カ ザンそ の他の都市 で脚光 を浴びた。 しか も,こ
れ らの 上演台本では,必 ず しも 原作のあ らす じを 追 うといった ものではな
く,原 作 のなかでは比較 的小さい位置 を占め ていた挿話や人物が前面に押 し
出された。た とえば,商 人社会 への批判的観察者 であ るジ ャーナ リス トのエ
ジ ョーフの言葉 一「未来は誠実 な人たちの ものだ」,「人 間の言語 にはただ
一つ の言葉があ る,そ の内容 は誰に とって も明瞭かつ貴重であ る一 すなわ
ち,自 由1」 一 が劇全体をつ らぬ く主題 とな るのである。 当時 の劇評に よ
れば,植 字工たちの合唱の場 は 《嵐 の よ うな拍手喝采 》を よび起 こ し,エ
ジ ョーフの台詞 は 《終 わ ることのない 呼びかけ 》にな った のであ る。 これ
らの事実 は,ロ シヤの演劇界 と広汎 な観客たちが,ゴ ー リキイの劇作家 と し
ての登場 に よせ る期待ばか りで な く,こ の新 しい劇 作家か らどんな言葉を,
いかな る形 象を渇望 していたかについて も語 るもので あった。
4
最初 の劇作進行 の過程には,異 な る構想 のあいだ の相互圧 迫的作用 のほか
に も,い くつかの困難 な問題が付 き まとっていた。
ゴー リキ イ自身 は,か りに 自分には人間の性格 を描 き出す能力があ った と
して も,多 数 の人間性格 の複雑 な,多 層的な蔦藤 を導 き出 して,そ れ らの全
体的統 轄 の うえに渾然一体的 な ドラマ世界を構築す る能 力は所有 していない
と考 えていた。後年,彼 は 自分の戯 曲の欠点にふれ なが ら,次 の ように書い
た。 「つねに,そ して何 よ りもまず,私 の興味 を惹 くのは人間であ って,グ
ル ープではな く,個 性 であって,団 体ではない。 おそ らく,そ のために,私
の戯 曲の中では,私 の意思 とかかわ りな しに,ひ と りの人間が現われ て,こ
の人間に対す る関係 で戯 曲の他 のすべ ての人物が従 属的役割を演 じ,戯 曲の
主人公の価値や短所 を 特徴づけ 補足す る ところの 挿画的役割を 演 じた よ う
画う 《JIHTepaTypHH曲BecTHHK》,1901,T.2,KH.9,c.347.
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だ。……この理由か ら私の戯曲は教訓めいた性格を帯び,退 屈な多弁に飽和
(38)
し,芸 術作品の意義 を失 った 。」
この評価 の当否につ いては十分な検討 を要す る ところだが,こ こでは,こ
れ らの言葉が ゴー リキイの本心 の吐露 であ って,単 なる修辞ではない ことに
注 目しておこ う。戯 曲r小 市民』 の最初の題 名が 《CiteHblBAoMeBecce-
MeHOBblx.吻傭 α彫醜80κ罐3`κμ384aKmax》(『ベ ッセ ミョー ノフ家 に
おけ る悶着。 四幕 の ドラマ風素描』)であった こ とも,ゴ ー リキイの 自作 に
対す る評価に 関係 していた。 のち に 《SCKH3》とい う規 定 は 取 り除 かれた
が,《MeuraHe.Cqeκbl》とあ る よ うに,複 数 の 《場 》 とい う意味 を もつ
《c叫eHbl》と記 す ことに よって,こ の 作 品 が 《恥eca》(戯曲),あ るいは
K2LpaMa》,《KoMeAMH》,《Tpare,aua》に 値す る よ うな,完 成 した劇文学で
はない とい うこ とに ゴー リキイ は こだわ りつづけ た。 ゴー リキイのこ うし
た考 え方 は,彼 の生涯にわた って一 貫 し,『別 荘の人 び と』,『敵』,『エ ゴー
ル ・ブル ィチ ョーフとその他 の人 び と』,さ らにその絃 か 多 くの劇作に対 し
て 《cueHH>>とい う規定が適用 され ることになるのであ った。
ゴー リキイの もとには,ド ラマ形式一般にかかわ る問題 とは別 に,そ の最
初 の戯 曲に固有 の形式お よび内容 と結 びつ いた困難な問題 が存在 した。 ●
彼の前におかれた課題 の うちで最 も複雑で困難であ ったのは,い まだかつ
て舞 台に現われた ことのない新 しい主人公,新 しい歴 史的時代 の担 い手 とし
ての主人公一一 労働者 革命家を描 き出す ことであ った。 も しもそ の ような人
間像を,権 力機関 との直接的対決 もしくは革命的諸活動 の局面に おい て描 き
出す ので あったな ら,問 題 もまた別 の形を とったであろ う。た しかに,当 時
の ゴー リキイの もとには,作 家 自身に よる反政府的活動や,ニ ージニイ ・ノ
ーヴゴロ ト地方 の社会主義者 ・意識的労働者 たち との交際 ,彼 らの運 動に対
す る直接的参画の諸経験 がすでにあ った し,労 働運動 の全面的な文学形象化
とい う構想 も徐 々に醸成 されつつあ った。 しか し,そ の構想 の具体化 のため
B9《ropbKoBcKvae冤TeHH月,1961-1963》,c.3.
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には,観 察 と資料 とはまだきわめて不十分であった し,ま た,現 在の諸事件
に対する観察を作家の 《内的 》体験として 定着 させ,現 在を未来の展望に
おいて捉える視点の獲得のためになお時間が必要 とされた。
ゴーリキイ が 描き出さなければ な らないのは,「 自分の力を 冷静に 信 じ
くきの
……生活 とそ のすべ ての秩 序を改革す る 自分の権利を冷静に信 じている」人
間であ る。 この人間 の登場は,ロ シヤ社 会 の現在あ る生活 原理 の崩壊が避け
がたい ことにつ いて,新 しい時代 の到来につ いて厳かに告げ るものでなけれ
ばな らない,し か もそれ は チ ェーホフ劇の主 人公たちの よ うに 《予感 》 と
してではな く,現 実に 始 まった 生活過程 と して 示 され なければ な らない の
だ。 そ して この人間は,一 方的 に演壇 の高みか ら観衆に向か って,自 分 の主
張を説 き,自 分 の信念を披渥 して闘争 へ と呼びかけ るだけの アジテ ーターで
あ ってはな らない,た とえそれ が炎の よ うな弁論を もってであ ろ うとも。 な
ぜ な ら,彼 の主要 な力は言葉の中にあるのでは な く,行 為 の中にあるのだか
ら。 しか も行為そ のものは,労 働運動全般 との関連において初 めて納得 され
うるものであ って,そ れを劇 中の一人物に よって体現 され ることは不可能で
あ った し,集 団 としての革命的人 間像 の描出は まだ時期 尚早 であった。 とす
れ ば,こ の人 間を生活 の どの ような局面に導 き入れ るべ きか。
ゴー リキイは,新 しい理念 の担 い手であ る 自分の主人公 を小市民層の真只
中に導入 した。小市民層(MelllaHCTBO)一それは,も ともと都市住民の小
所 有者 階層,小 商人,零 細手工業者,職 人,下 級勤務員な どか ら成 る階層に
対す る身分 呼称で あったが,こ の階層の性格的特徴であ るところの,社 会的
視野の狭 小 さ,経 済的不安定,打 算的生活感覚 に よって小市民性 ・俗物根性
の意味で使 われ るよ うに なった。 ゴー リキイは,こ の思想の本質の中に,人
類の進歩,社 会 の発達を妨げ る反動 的 イデオ ロギーの源泉を見 て と り,こ れ
とのたたかいを 生涯的課題 の 一つ とした。1905年の論文 『小市民層につい
ての覚書』 の中で彼 は,《MeluaHCTBO》を 「支配的 な諸階級の現代の代表者
B鋤Co6P.coq.,T.28,c.219.
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たちの精神の構成」であると指摘 して,資 本主義制度の社会においてはこれ
が一つの階層だけでなく,こ の制度に立脚するすべての階級をつ らぬ く思想
であることを暴露 し,そ の基本的特微 として,「崎型的に まで発達 した所有
の感情,自 己の内外の平安に対す る張 りつめた欲望,こ の平安を乱すおそれ
くるの
のあ るすべての ものに対す る暗 い恐怖心」 を まず第一に挙げ ている。 この世
界 の中に 《平安を乱す おそれ 》 どころか,ま さに 《嵐 を呼び よせ 》,嵐 を
体現す る人間が現われ るのだ。
戯 曲の舞台は,典 型的な 《MeuraHCTBO》,塗装職 同業組合長 の家庭に設定
された。 自伝的 中編 『幼年時代』 の執筆には るかに先立つ この戯 曲の発表 当
時においては,作 家 の伝記的事実については まだほ とん どが謎 に包 まれ てい
た し,ベ ッセ ミョーノフ家の老 夫婦が,ヴ ァシー リイ ・ヴ ァシー リエ ヴ ィチ
お よび アク リーナ ・イヴ ァー ノヴナと命名 され た ことに特 別 の注意を向け ら
れなか った と して も不思議はないのだが,こ の名前はほかで もない ゴー リキ
イの母 方の祖 父母 の ものであ った。 ヴ ァシー リイ ・カシー リン老 人は,か つ
ては ニージ ニイ市 内に三つの染物工場 と数戸 の家作を もち,染 物業者 の同業
組合長 をつ とめた ほか,職 人会(商 工会議所)会 頭 の地位 を争 った こともあ
る。 もちろん,ベ ッセ ミョー ノフ老 人は,実 在 の人間 とは別個 に形象 された
芸術的性格であ るのだが,そ の生活経歴 と性格的諸特 徴には作家 の祖 父 との
共通性が 少か らず見 られ る。
一方 ,機 関手の ニールは,ベ ヅセ ミョー ノフの 《養 い子 》 として,こ の
世界で育 った人間であ る。《養 い子 》は家族 の一 員 としての扱いを受け るけ
れ ども,血 のつなが る家族では ない。 彼に対 しては,『 桜 の園』 のヴ ァー リ
ャに おいて 見 られ る ように,《 養 い親 》 の 《恩義 》に報 いるため の粉骨砕
身が要 求され るが,《 実子 》 とはちが って,彼 に は 《養い親 》か らその富
とともに罪業を も継承す る権利 も義務 もない。 も しも彼が小市民社 会の陰湿
な人間関係の呪縛 か ら脱出 し,《養い親 》の意思 と期待に反 し,粉 骨 砕身 を
臼◎Co6P.coq.,T.23,c.341.
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拒否す る道に立 った としたな ら,ど の よ うな波紋が起 こることにな るのか。
彼が機関手であって,ベ ッセ ミョー ノフの助手で も番頭で もない とい うこ と
は,す でにその波紋 の一定 の経過を前提 と している。
こ うして戯 曲 『小市民』におけ る 葛藤 の主要 な 素因が 設定 された。 そ し
て,ニ ールのたたか いは,の ちに ゴー リキイが 「善 良な,け れ ども苦 しい ほ
　 　
ど誠実な天才によって巧みに物語 られた峻厳なお伽噺」のごときものと回想
し,幼 い魂に癒iやしがたい 無数の傷を刻み こまれたあの 《MemaHCTBO》か
らの,《内的解放 》のための作家 自身のたたかいと重層す るものであった。
ゴー リキイは,幼 児期以来の 《印象の刻印 》の土台の上に 新 しい時代の諸
課題を設定 し,これを追求する中で,現 実把握の新 しい視点,表 現の新 しい
方法を獲得 しようとする。
ゴー リキイにとって劇作家 としての出発は,新 しい形式の獲得にとどま ら
ず,新 しい内容を獲得するための出発であった。
顔>Co6P.coq.,T.13,c.19。
